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私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
法
や
制
度
そ
し

て
地
域
の
取
り
組
み
を
活
用
し
、
誰
も
が

住
み
た
く
な
る
校
区
づ
く
り
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。今
回
は
以
下
を
紹
介
し
ま
す
。 

   ①
鳥
取
市
地
域
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

「
子
育
て
」
と
「
介
護
」
の
両
方
で
悩
ん

で
い
る
け
ど
ど
こ
に
相
談
に
行
け
ば
い
い

の
？
気
軽
に
相
談
が
出
来
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
い
い
の
に
。
な
ど
地
域
福
祉
に
関
す 

る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き 

る
窓
口
で
す
〈
昨
年
十
一
月
開
設
〉 

（
月
～
金
曜
日
。
９
時
～
１７
時
。
場
所
・
気
高
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
気
高
あ
す
な
ろ
） 

 

②
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
（
昨
年
１２
月
オ
ー
プ
ン
） 

 

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
が
ほ
っ
と
で
き 

    る
居
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

（
毎
週
水
曜
日
。
１３
時
～
１６
時
。
場
所
・
喫
茶

ミ
ラ
ク
ル
（
浜
村
温
泉
街
）） 

 

③
け
た
か
く
る
り
こ
ど
も
食
堂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
人
で
食
べ
る 

よ
り
み
ん
な
で
食

べ
た
ら
お
い
し
い
。 

話
し
相
手
が
い 

る
と
と
て
も
楽
し 

い
。
そ
ん
な
、
こ 

ど
も
も
、
大
人
も
、 

顔
あ
ふ
れ
る
「
み
ん 

な
の
居
場
所
」
で
す
。 

（
第
一
・
三
金
曜
日
。
１７
時
３０
分
～
１９
時
。

場
所
・
ス
マ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
浜
村
） 

 

④
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
概
ね 

６５
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
身
体
虚
弱
、
あ

る
い
は
認
知
症
な
ど
の
介
護
が
必
要
な
人

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
人
を
介
護
す
る
皆 

さ
ん
も
含
め
、
各
種
の
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
平
日
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

ゆ
う
ゆ
う
健
康
館
内
の
鳥
取
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）  

  

➀
障
害
者
差
別
解
消
法 

 

障
が
い
を
理
由
と
し
た
「
不
当
な
差
別

扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
の

二
つ
を
禁
止
し
ま
し
た
。 

 ②
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ 

（
差
別
煽
動

せ
ん
ど
う

表
現
解
消
法) 

 

日
本
の
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と

を
煽
動
す
る
不
当
な
差
別
言
動
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
ず
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
宣
言
。 

 

③
部
落
差
別
解
消
推
進
法 

 
 

部
落
差
別
の
存
在
を
公
式
に
認
め
、
許

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
解
決
は
国
や 

自
治
体
の
責
務
と
し
た
。 

    

     《
子
ど
も
虐
待
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
》 

 

昨
年
3
月
、
東
京
都
目
黒
区
で
船
戸
結 ゆ

愛 あ 

（
５
歳
）
さ
ん
が
、
今
年
１
月
末
に
は
千
葉
県
野

田
市
の
栗
原
心 み

愛 あ

（
１１
歳
）
さ
ん
が
い
ず
れ
も

父
親
か
ら
日
常
的
な
暴
力
や
十
分
な
食
事
も
与

え
ら
れ
ず
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 

結 ゆ

愛 あ

さ
ん
が
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
に 

「
ゆ
る
し
て
」
と
ひ
ら
が
な
で
書
い
た
ノ
ー
ト
、

心 み

愛 あ

さ
ん
の
「
お
父
さ
ん
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い

ま
す
先
生
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
」
の
懸
命
の

S

O

S
、い
ず
れ
も
救
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
今
ま
で
以
上
に
、 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
を
守
り
、
家
庭
を
支
援
す
る 

 
 

 
 

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば 

 
 

 

な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
１
８
９ 

（
い
ち
は
や
く
）
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
（
地
域
の
児

童
相
談
所
へ
つ
な
が
り
ま
す
）
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。 

宝木 
校区  
人
推
協
だ
よ
り

 

さ
ま
ざ
ま
な
法
・
制
度
・
取
組
を 

活
用
し
よ
う 

 

《 

制
度
・
取
り
組
み 

》 

《 

法 
 

 

律 

》 
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編集後記 

 人権尊重の活動は、命を守る・命を救う取り組みです。 
どんなことでも結構ですからご意見・提案をしてください。
それが宝木・酒津校区の人を大切にする地域づくりの源で
す。 

～平成３０年度 小地域懇談会～ (10月5日～１2月８日) 

 

 

 
 

 今度の小地域懇談会は『仕事と介護の両立のために』について、をテーマにDVD 

視聴・意見交換をお行ないました。 意見・感想を下記に抜粋します。                      

・意見交換がないと身に入らないのでは。 

・介護認定に一ヶ月かかるのは長いような気がする。 

・支援センターは気高町は役場内なのかわからない。 

・とても解り易いDVDでした。今後の役に立ちそうです。 

・介護の心構えが出来て良かった。 

・大事なことなので多くの参加者が必要。 

・校区民全体が認知症の方の対応を考えるべきだ。親の介護について、若い人に観てもら 

いたい。 

・一緒に住んでいるのでビデオの様なところまで考えていませんでした。介護サービス等を 

利用し、負担のないようにしたいです。     ・良いＤＶＤでした。 

・ビデオは良く解るけどなかなか難しいと思う。ただ、今日のビデオは参考になった。 

・病院に最長３か月までしか居れない、それもおかしな話だと思う 

・我が家もそろそろ、この様な時期になってきたのでよく考えておかなければと思った。 

・非常に参考になりました。直面する課題としての心がまえができました。 

・介護保険証は６５歳に来るのか？⇔来ています。黄色い保険証です。 

参加していただいた皆さん、ありがとうございました。 

3月３日（日）気高人権福祉センターに

て「人権啓発ふれあい交流会」を開催しま

した。多くの皆様に ご来場いただき、あ

りがとうございました。 

講師は鳥取市レクリエーション協会さ

ん。歌に合わせての手話練習、パズルで

福祉マーク等を学び、手や指を使ったゲ

ーム等で笑顔あふれる交流会でした♪ 

うたごえ・ひばりの会さん 

事務局：宝木地区公民館 Tel82-2407・Fax82-2417 

    酒津地区公民館 Tel82-2990・Fax82-3030  

 

鈴の音サークルさん 

輝 夏 太 鼓 さ ん 

～人権啓発ふれあい交流会 開催～ 

 

 

 
 

 

 

参加割合 戸数

21% 154

11% 57

14% 42

13% 63

43% 21

54% 26

6% 205

14% 58

38% 21

16% 647合計 103

平成３０年度小地域懇談会　各部落開催

水尻 8

奥沢見 8

冨吉 14

宝木 12

夏ヶ谷 8

常松 9

上光 6

下光元 6

30年度

酒津 32


